
ラグビー聖地化検討会まとめ 概要版
Ⅰ．ラグビー聖地化構想 Ⅲ．ラグビー聖地化に向けた推進体制

ラグビーの聖地の実現
①する②みる③ささえる④まなぶ⑤たのしむ、
の5つの視点での環境づくりをすすめ、

ラグビーを愛する全ての人々にとっての聖地を目指す

⽬指す姿

2021年３⽉作成

スポーツをやりたいと思ったときに、いつでも、

どこでも（ソフト・ハード共に）やれる環境づくり

基本理念
Ⅱ．検討の経緯

〇中間とりまとめ（聖地化の方向性）

〇普及部会を設置し、具体策等につ
いて検討

第2回（R2.9.4）

〇検討会の立ち上げ

〇地域でささえるしくみ、競技人口拡
大、指導体制整備の視点で検討

第1回（R2.6.15）

＜ラグビー聖地化検討会＞

＜普及部会＞
（開催状況）

８回（10/19、11/3、11/18、12/1、12/15、1/19、2/9、3/9）
（内容）

静岡モデルの推進に向けた県ラグビー協会の体制強
化、静岡におけるラグビー月間の設定 ほか

〇県ラグビー協会の強化
任意団体である県ラグビー協会が一般社団法人にな

ることにより、ガバナンス・財務面等強化を図る。

〇9月シズオカ・ショック月間の設定
シズオカ・ショックのあった9月をラグビー月間とし、ス

ポーツイベントを実施する。

○県協会は、県の補助金を活用し、
令和２年７月に事務局を静岡県
スポーツ協会内に設置。
常駐の事務員を１名配置。

○県・県協会・ヤマハ発動機ジュビロが
三位一体となり、関係団体と連携しながら、
ラグビーの聖地を目指します。

○JRFUへ県から派遣（R3.4.1～）

Ⅳ．アクションプラン Ⅴ．今後の進め⽅

方向性
〇優秀指導者による年代別強化システムの構築

⇒県協会主催の年代別トレセンの設置
〇アカデミーの設置
〇目標となる大会の創設
⇒県独自の7人制ラグビー大会の創設

目的
トップレベルを目指すことができる環境づくり

する

方向性
〇トップチームの観戦機会の

提供と魅力あるスタジアム
運営

〇魅力ある試合の誘致

目的
試合観戦を楽しむことができ
る環境づくり

みる

方向性
〇魅力・指導力のある指導者人口の拡大

目的
ラグビー競技を教えることができる体制整備

ささえる

方向性
〇学校へのレガシー教育の推進

目的
ラグビー精神を学ぶことができる環境づくり

まなぶ

方向性
〇平日のラグビー機会の提供
〇静岡式フットボールの推進
〇大規模イベントの開催

目的
初心者でも気軽にラグビーを
楽しむ環境づくり

たのしむ

＜静岡モデルの特徴＞
〇静岡式フットボールの推進
〇7人制ラグビーフットボールの推進

〇国際スタンダードに合わせた普及・育成


